CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安ま）で指定され 
る特定保巧製品です。 

法定点検を受けるために所有者登録を巧ってください。 

(製品に同個した「所有を票」に記入し投函願います。） 


〈保証書な〉保証書は裏表紙に E 日刷されています。 


正し<使って上手に節約 


エフエフエ スジー ケー FF タイプ 

型式 FF-SG681SK 

ユーエイチェフエスジー ケー UH-F タイフ° 

UH-FSG7012K 


FF 式围射+巧暖 



このたびは、コ□ナ6ミ由ス I -ーブをお買いあげ 
いただき、まことじありびとうございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いじなる方びい 
つでも見られる所に大のに保管しでください。 


A 警告 


ガソリン使用禁止 
ほ用燃料：な油 
KEROSENE ONLY 




□ 特にミ主意しでいただきたいこと 


(まをのために必すお守りください)1〜3 


* 灯;'由の廃棄についで 3 

日使用する場所 -3 

回各部のち称 — 4 〜 6 

•外観図.構造図 -4 

♦表示部.操 1 乍部 —— 5〜6 
口 使用前の準備 7 〜 8 
•燃料 -7 

>を公油 7 

• 運転開お前の準備と確認 - 8 

且使用方る（使い方） ——— 9〜16 
♦運転開始と運転停止 9 

•呈温の調節 - 10 

♦巧暖房運転とストーブ運転のの換えのしかた 一11 
♦床暖パネルの温度調節 11 

• eco (エコ）運輯 -12 

•クイック微か運転 — —— 12 
♦現在時刻の調節ちま 13 

♦タイマーの使用ちま-14 

♦現在時刻-タイ7 — t ット時刻の確認 一 1已 
♦チャイルド□ック 15 

♦運輯停止中ち時計を表示させたいとき 一 15 

•使用上のを意-16 

♦自己診断モニタについで - --- . - 16 

回まき装置-17 

口 その他の装置-18 

回曰常の点検-ま入れ --19〜21 

田] 故障•異常の見分け方と処置ちま 23〜24 

田部品交換のしかた-25 

旧 保管（長期間使用しない場合） —— ^ 25 

旧 仕様-26〜27 

旧 アフターサービス-27 

旧 据巧け • 移設 - 28〜32 

■ お客様ご相談窓 □ -34 

■ 保証書-裏表紙 


株ぶちな 30 "#- 






























































































田特に iii していただきたいことほ S のために 《 ずおがください) 


この取扳説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 


の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしで 
います。その表示と意日未はなのよラになっでいます。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 

この表示を無視しで、誤った取り®い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ巧能 
性または火災の可能'性び想定される内 
客を/でしでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負ラ巧能性や枚） 

的損害の発ちび想定される巧客を示し 
でいます。 


A 警告 
A ま意 


本で中のマークは、次の意味を表しまず。 

/- T - - --1- 


|A 座 

、 

このマークは、「ミち意」して 
いただく内容です。 

0 ® ® 

この7—クは、してはいけ 
ない「禁止」を表していまず。 

oc 

このマークは、必ず実行し 
てし、ただく r 指示」を表して 
いまず。 


警告 ( WARNING ) 


カソリン厳禁 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い;由は、絶巧に使用しない 
でください。か量の混入でち乂災の原因になります。 


(§) 


スプレー生厳禁^ 

スプレ-趴力じッにんろちボンべ ( X ) 
などを、温風のあたるところに放置しな K を化 [ // 

いでください。熱で宙の圧力び上びり、み 
爆発しでを険です。 


巧類の乾燥厳禁 =« 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれで 
落下しで义びつき、义巧の原因になります。 


温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風の化□や空気取入□を 
ふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や义が 
の原因になります。 <3 

0 


給排気筒トップ閉そくを険 

給排気筒トツプの周りび雪でふさがれたままで 
使用しないでください。ふさびれでいるとき 
は、除雪しでください。 

また、おなどによる「雪囲い J は給が気の巧げ 
じなるのでおやめください。閉そくしでいると 
運転中に排ガスが室内に福れで、后おです 。 d 

■旨击の 

PLI 

Lm 

% 

ご自身での据付け*移設工事の厳禁 qP 六 

お客さまご自身による工事はを険です。 

据巧け工事は販売店や専門業者にごの頼， 

(ストーブを移設させる場さち同じです。） お 


做豆やけどにミち意 （ UHF タィプ） 

長時間皮膚の同じ場所に魄れないで んバ、 

<ださし、 

比較的ほい温度 （40 〜60で）でち低温 

やけどや脱水症状の原因となります 。ム - 

ノ 


給排気筒（管、ホース）がれ危険 

おが気筒（置、ホース）びがれたまま使 
巧しないでください。 

外れでいると運転中にがガスび室内に漏 
れで、危険です。 

給が気筒トップにはを網などは巧けない 

給が気筒トップには、をよけのためのを網などは巧け 
ないで < ださい。 

給が気の妨げになり、異萬燃焼を起こし}非ガスび室 
内に漏れる可能性びあり后陵です。 


外れ危険 



定期点検の実施 

定期的に年に1回程度）に点検’整個を 
受けでくださし、。 

点検を受けすに長期間使巧し続けると、 
故障や事故の原因になり危険です。 

点お'整備はお買い巧めの販売店や資格 
者のレる店に依頼しでくださし、。 


〇 



么注意に AUTION ) 

カーテン-寝具など可燃物近接禁止 / C \ 

カーテン-巧団や毛巧など燃えやすいちの// // /! X / 
のそばなどで使田しないでください。 /( J '[ 、ツ 

乂災び発生するおそれびあり J 1 

ます。 圍 一 

可燃物との距離を離ず 

可燃物との編護に]りでは、 » 

標準丽け例 （28 ぺ-ジ）を 
参照しでください。 

ノ 












































注意に AUTION) 


A 


異常-故障時使用禁止 

ミ由漏れやにおい、すすの発ち、炎の色など 
異常や故障と思われるときは使田しないで 
ください。事故の原因じなります。 



が 


高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部(前パ 
ネル•前面ガードなど)給が気筒トツ 
プじまなどふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 

参ルさいお子様のいるご家庭では、特にを意しでください。 



腰をかけたり物をのせない 

ストーフ'の上にのったり、腰をかけたりしないで 
ください。ストーブの故障や、やけどのおそれびあります；' 
ストーブの上に花びんや水を入れたちのなどを置かない 
でください。かびかかると漏電や故障のおそれびあります。 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えた 
り、傷付けたりまねたり、物を 
のせたり如エしないでください。 
また、電源プラヴを巧くときは、 



コードを持って引き抜 


かないでください。义災や感電の原因になります。 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使用しないときまたは保管するときは、必 
す電源プラヴをコン它ントから抜いでください。 
义災や予想しない重故の原因になります。 


€ 


指や異物を入れない 

前面ガードの中や空気取入れ□などに指や 
巧燃物-針金などの異物を入れないでください。 
けびや义災の原因になります。 


0 


フィルタを外しての運お禁止 

巧流用送風機のフィルタをがしたが態で運転する 
と、カーテンなどを卷きこんで义災になるおそれ 
びあります。 

またまなどふれるとけびをするおそれびあります。 


0 


電源の接続 

電源は適正配線されたお相100 V のコン它ント]^ 
がは使庙しないでください。発熱•発乂の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使南-1也の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱•発义の原因になります。 


0 


油漏れ確認 

ミ由タンク-コ''ム製送;'由管-接合部•給 
ミ由コックおよぴス I ''ーブなどからの灯ミ由霉 
漏れが'ないことをお認の上ご使用ください r 
ロミ由び漏れでいると义災のおそれびあります 



カーぺットのはがれにミち意 ( fUH-F タ ィプ） 
力一ぺツトびすれたりめくれた 
まま使用しないでください。 

巧パネルに直接輔れるとやけど 
のおそれびあります。 



分解修理の禁止 

な[障’破損したら、使苗しないでください。 
不完をな修巧は、危険です。 


温風(し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

ほ温やけどや脱水症状になるおそれび 
あります。 

推特にお寺様やおを寄り、体の不自由なちび使われるときは、 
周囲の人び十分を意しでください。 



改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブや給が気筒 
じは床暖房拓の熱交換器などを取り巧けないでください。 
义巧や排ガスび室内に漏れる原因となりち険です。 


0 


電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコン t ントに根元まで確実に差し込んで 
ください。また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは 
使巧しないでください。义おの原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 

感電の原因じなります。 




電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラヴをおき、ほこりおよびを属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义お 
の原因になります。 


〇 


ほこりの除去 

フィルタは、週1回な上必ず掃除しでください。 

ごみ■ほこりなどでフィルタびつまると、送風 
力び弱くなり、排気温度上昇やストーブの表面 
温度び上昇する原因じなります。 

不良な油使用禁止 

変質な巧（持ち越したな';由など）、不純な巧けで由な外 
のミ由•化-ごみび混入したな巧など）などの不良な;'由を 
使用しないでください。異萬燃焼のおそれびあります。 




丹油の保管 

ロミ由は、义気、雨水、ごみ、高温および直射日光 
をさけた場所に f 呆管しでください。 

ガソリンなどと一緒にな管しないでください。 
誤って使田すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


〇 


初めてお使いになるとをの注意 

初めでお使いじなるとさは、耐熱塗料などび'焼さ 
巧くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気を行ってください。 

また、小鳥やル動物などに影 B する場合び考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 


〇 


循環液(循環水•不凍嫩の保管にま意処吾^ 


幼巧のまの届かない巧に保管しでください。 
巧 一、 飲んだ場合にはけかせで、 

医師の診断を受けでください。 



A 


シスターンの水位にま意〔 UH-F タイプ 

循環液はかしすつ養発します。1ヶ月に1回程度は、シ 
スターンタンクの水のび規定かのにあることを围認 
し、不足しでいる場合は巧を液を巧給しでください。 

上限水位な上は、入れないよラま意しでください。 




















































么ま意に AUTION ) 

給排気筒付近の可燃物近接禁止1 

給が気筒トップのあくに、な';由や可燃物1^1 
など引义のおそれのあるちのを置かない 
でください。 M \| 

义災のおそれびあります。 

ミ 6111 

\® 


給油時消乂 A 

义がのおそれがあります V 

ので、紛をは、必す;'肖义がが 

し、乂の気のないところ1 1 

でわで くださ レ。 

外出する時は消乂 

外出するときは、必す運転を停止し 
ミ肖义しでくださし、。 

« 

► 

特殊用途には使用しない / C \ 

食品-精密機器-美術品のな存や、動植物の V 

飼育-裁 i 音などには使用しないでください。 


お願い （ NOTICE) 

\ 

機器を廃棄ずるとさのを意 

ス1-ーブを廃棄処分するときは、定;由面器のの;由を 
巧さ取ってください。 

打ミ由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス 
亡ンターに依頼しでください。 

な油の廃棄 

な';由の廃棄処分は、ななをお買い求めになった 
販売店にご相談ください。 

J 


宜使用する場所 


ス I -ーブをち全に使用するためには、場所の還定び大切です。 

安全に使用ずるために _ 



効果的に使用ずるために 

に---- ——- 


♦マントルピースなどじ据付ける場合は、標準据巧け例じしたびってくださ 
し、。に8ぺージ） 


け票高び1500 mUI 上の場所では使用しないでください。高地で使用される 
場合は調整び必要です。 

(空気の濃度が'薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地または延長おが気で使用の場合 


をご覧 < ださい。 


参クリーニング店-美客院など化掌薬品を使巧する揚所では使巧しないでく 
ださい。化等薬品などの影響により、異萬燃焼や故障の原因になります。 


•乾燥室、温室、飼育室など、動植物の育成栽巧に使用しないでください。 
♦水平でない場所、不安定な場所では使巧しないでください。 

♦不安定な物をのせた棚などの下には使用しないでください。 

参可燃性ガスの発をする場所またはたまる場所には使用しないでください。 
参階段、避難□などの巧おで避難にま障となる場所には使用しないでください。 


" k の下や壁面に 設置 

♦外気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ス I -ーブで暖められで 
巧流しますので効果的 
です。 



しごま意）ス I ブの前面に障害物を置かな 
いでください。 

♦障害物びあると、部屋の温度にむらがで 
きるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
で危険です。 

参ス I ブの前面の空間を広くとれる場所を 
還んでください。 



参熱に弱い力ーペットや巧の上で長時間使巧すると、変色したり、そりおることびあります。 


熱に強いマツトなどを敷いでください。 


fUH - F タイプ） 

•ストーブ前面からはふく射熱びでますので、床暖パネルとの距離を考慮しでください。 
•温水配管の長さび'できるだけ短くなるよラな位置にス I -ーフ'を設置しでください。 




ソ 








































































回さ部のち赖 

外観図 


は ^) H - F タイブ）のみ巧象です。 



背面 

本体固定を具 

巧流用送風機(内部） 

フィルタ(空気取入口) 
給気ホース 

燃巧用送風機 
コム管 □ 

電源コード 

が気筒巧け検巧届 
リ-ド線 
ルームサーモ 


構造図 


操作部 


運輯ボタン 


表示部 


表示サー=スタ（内部） 


定ミ由面器 U 它ットボタン 


FF タイプ） 




給排気筒 
給水□扉 J 

エア-おき7り切 
水位- ih 

温水戻り日 b 岳 7 k 夕■ョイシ—卜 — ; 


温水往さ□(温水ジョイント） 



は CUH - F タイプ) のみ対象です 
過熱防止装置 

(過熱防止サーモスタツト(ち）） 
不完を燃焼防止装置(※ガスじンサ ー) 

X運転かはガスじンサーび発光、点滅する為、 
隙間から巧び見えることびあります。 

プリント 
配線板 
フレーム 
□ツド 


電磁 

ポンプ 

定ミ由面器 



巧震白動消乂装置 
(内部） 



































































































































































運起中表示 


★イラストは説明のためを部表示した状態にしであります。 


注）※ EP は (] JH - F タイブ ） のみが象です。 


設定温度表示 

室内温度表示 

-自動および eco (エコ） 

白動運輯時に設定した 
設定温度を表示します。 

•運記中に室の温度を表示 
します。 

-トラブル発生時に自己診 
断モこ夕を表示します。 

/ 


表示部の名称と働き 

" i'T jn - h - 




自動/ま動表示 

色 CO 表示 

-白動運輯中：「白動」表示 
•手動運お中：「手動」表示 

• eco ( エ])運輯 
中に点なします。 



\ II x_ ^ \ 

自動手動 eco 運髮や 設定温度室内温度 

タイマー現を時刻 — 11 —i — 1 = 

午前,〕 nn •••••• •••••• = 

午後い - :«JU •しし。 C しし。 C 万 


A 


タイ7—•現を時刻表示 


’タイ7—運輯時には、「夕 
イマ-」び庶なし、それ]：^^ 
パは現を時刻か’点巧しま 
す。 

I タイマーおよび現在時刻 
ををわせるときは「タイ 
マー」「現在時刻」び点 
滅します。 


激み日日. 


時刻表示 


I 通常は現を時刻を 
表示します。 

‘タイ7— 運輯時は 
タイ7 — t ット時 
刻を表示します。 
(タイ7—運転時 
は節電のため、 
タイマー t ット 
時刻表示の日月る 
さ(輝廈)び落 
ちます。） 


■ チャイルド 
□ック表巧 


’チャイルド□ック 
びじツト状態のと 
きじ「一 CU を 
表示します。 


時計動作コ□ン 


•現在時刻を表示し 
でいると苦は点ミ威 
しでいます。 

‘タイ7—じット時 
刻を表示しでいる 
ときは消なします。 


V 


設定床温 


燃焼表示 


‘現在設定されでいる 
义力をグラフ表示します。 



I 床暖運記時に巧温を床温調節ボ 
タンで設定するときに点灯しま 
す。 

‘ドットは巧温を設定するとき点 
なします。床温設定後は消なし 
ます。 


設定床温表示 


-床温調節ボタンで設定した床温 
をクラフ表示しまず。 

-巧温調節ボタンで巧温を設定し 
でいるとさと、「ス I -- ブ床暖」運 
輯を開始するときに、設定した巧 
温をグラフ表示しまず。 

参表示しでから5秒後に、上の燃焼 
表示に戻ります。 

•グラフ表示び3個点なしたとき 
は、適温設定になります。 


画運転停止中は節電のため、表示はすべで消なします。 

参現在時刻を確認したい時は、操たボタンのいずれかを巧しでください。1分間、現在時刻を 
お术します。 

参タイマー運輯中は節電のため、表示びすべで暗くなります。 

参運転停止中も現在時刻を表示させることびできます。 

1已ページの r 運転停止中ち時計を表示させたいとき)の項を参照しでください。 


口滅 

点点 

U ま 

叫すかす 

臨ま燃ま 

運し予し 


































































操作部の名称と働き 


■疆陳麵 


注）※巧は （ UH - F タイプ）のみ対象です。 


r - 表示の換ボタン 


FF タイプ 


• 現を時刻含わせ、および 
タイ7—合わせの設定閒 
り換えをしまず。 

-巧すごと[こ、 

現在時刻 
タイマー 

の順番に切り換ります。 

-己秒勒上操作が無い場合 
は初期表示に戻0ます。 
操作宣の換：ピッ 

戻る：ピピツ 


自動/を動ボタン 


ルームサー モによる自動 
運転と手動による固定乂 
力に研り換えるとさに押 
しまず。 

操作宣手動：ピッ 
自動：ピピッ 


運較ボタン 


運輯/停止をするときに巧します。 
操作音運輯：ピッ 
停止： ピー 


キラリング 


運輯時には運輯 
ボタン外同び 
リングがに点灯 
し運転をお知ら 
せ。 


SPACE 


l^iEO r 表示み任動/讀 4^ 


温度/時刻/义力 


iST ) たィ 10 

チでィル阳ック 1— "1 分) 


チャイルド□ックボタン 

タイマーボタン 

-誤つで運転ボタンを押しでち点 
乂しないよラにしたいと含に使 
巧しまず。 

停止中3砂が巧に3回巧すとじッ 
卜されます。 

■ タイ7— 運転をじツ 
卜-辭除をするとさじ 
押します。 

操作宣じツト：ピツ 
解除：ピピツ 


微少ボタン 


微かの固定义力運輯にのり 
換えるときに巧します。 
操作音じツト：ピツ 
解除：ピピッ 



X 床暖ボタン 


「ストーブ床暖 J 運輯と r ストーブ単独」運輯を 
のり換えます。 


X 床温調節ボタン 


温か出□温度を27〜70での範困に設定します。 
I 「+ J …1回巧ずたびに設定温度を6で上げる。 
r-j …1 回巧すたびに設定温度を 6 で下げる。 


( UH - F タイプ'^ 


X 床暖ランプ 


「ストーブ床暖房 J 運 
輯中に点なします。 


A 


W 床 




微少ランプ 


微か運輯中に点のします。 


eco 運おボタン 


• eco (エコ）運転のじット • 
賴除をするときにがします。 
操作實じット：ピッ 
解除：ピピッ 


温度/時刻/乂力設定ボタン 


自動運輯のとぎ設定温度を変えるとぎ 
に押します。 

手動運転のとき火力を変えるとぎに押 
します。 

現在時刻、タイ7— 時刻を合わせると 
きに巧します。 

操作旨 +( 時）：ピッ 
-( 分）：プツ 


床温調節 

W 


表示切換')'自動/手動、 ぶ時 


温度/時刻/义力 （eco 


3回巧し/ 
チでイルド□ツク 


タイ 7— 


ゴ微少 


巧分) 


運転 

入/切 


>な熙111看 


M まじめでお使いになる前に 

輸送時の傷を防止するために、操作部の表面には保護フイルムが'貼ってあります。ご使用前に取り除いで 
ください。コーナー部分に t □八ンテープを貼り付けで、いっしょにはびすとより簡単に取り除けます。 
(保護フイルムは、ス I -ーブの設置工事の際にはびしである場合びあります） 


■表示部の明るさ調節 

♦温度設定ボタン （+ ) を巧しなびら（一）を巧すことにより、表示部の明るさを 
調節することび化巧ます。 






























































































燃料は必す巧';由 （ J に1导0;'由）を使巧しでください。 

拉警告1 ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使巧しないでください。义災の原因になります。 

を意 I 不良口油(を質な';由、不滿灯ミ由）は、絶対に使巧しないでください。点乂•ミ肖乂しにく<なったり、 
燃焼び悪くなっですすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

拉ま賣 な'油は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使用すると異常燃焼や义災のおそれび 
あります。 


指先に燃料をつけ、息をふさかけ 
ます。 

(义の気のない巧で行つでください。） 



灯ミ由は 
めれたまま 


X 翻 


ガソリンは 
すぐ乾く 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
巧油 



長期間曰がに 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管した巧;'由 



容器のふたが 
開けであった 
り、乳白色のボ 
IJ 客器で保管 


したなミ I 



か-ごみやな 
ミ由]^巧の’;由が 
ほんのわずか 
でち混入した 
巧油 



•極度(こ変質したち 
のは、黄色げびか 
ったり、すっぱし、 
においびします。 

•必すな';由用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

に油はシーズン中 
に使いきりましよ 
ラ。 


■変質な’;由や不純灯;'由などの不良なミ由を使用すると、ストーブの故障の原因になります。 

参ミちの程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、ス I ブの損傷を早め、故障の原因になります。 

参かやごみび送巧経路に流れこみ、ミ由漏れや燃焼不良'着义不良の原因になります。 

■変質な'油や不純な'油などの不良な';由を使巧したとさは… 

参お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様す目談窓□にご連絡ください。 


ごま意^ ♦変質灯';由、不純なミ由などの不良な;'由び原因で修理をの頼されたときは、な証期間中でち保証の対象がとなります。 
♦変質なミ由の処理でお困りの場合は、0ミ由をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 



給油ポンプ 


■給油の際の手順とま意 


/給';由□ふた 
ストレ-ナ俩部） 

-ミ由量計 

送ミ由パルブ 
水ブージ 
水抜ぎバルブ 
ごム製送油管 


注意义災のあ'それびあ0ますので、給;'由は、 I 必すミ肖义し、义の気のない 
ところで行つでください。 

•送ミ由ノリしブを閉じで給ミを□ふたを外し巿販の給ミ由ポンプで給ミ由しでください。 
ミ由量計の針び r 満 J をさしたらお巧をやめでください。 

給ミ由後は、給';由□じあるストレーナを取り化しで、水やごみびたまつでい 
たら掃除しで < ださい。 

参ストレーナを取り付けで、給ミ由□ふたを必ずちとどおり綿めでください。 

参給ミ由の際は、か-ごみなどを入れないよラに'ま意しでください。 

か-ごみなどは燃焼不良や、ス I -ーブの寿命ほ下などの原因になります。 

参給ミ由□ふたは、確実に閔めでください。 

•こぼれたなミ由はよくふきとつでください。 

■燃料切れのま意と空気巧をの方法 
ミ由タンクを空にしないよラ';主意しでください。 

参ミ由タンクを一旦空にしますと、送ミ由経路のに空気びたまり、正萬に送ミ由びできなくなることびあります。 

このよラな場合は巧の順唐で空気巧ぎをしでください。 

1. 送ミ由バルブを閉め、ミ由タンクに給ミ由します。 

2. ス I -ーブのゴム管□から、コ''ム製送ミ由管を外します。 

3. 送ミ由ノりしブを開けゴム製送ミ由管から灯ミ由び連続しで流れ出ることを確かめ 
でからコ''ム製送';由管をちとどおりじストーブに取りはけます。 

(なミ由びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 



凸使用前の準備 

燃料 


不良灼ミ由使質なミ由.不純巧油とは’’’ 


な油とガソリンの見分けかた 


















































参ス I ''ーフの左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水量（上限水位と下限か位の間) 
まで循環液（コ□ナ床暖房用循環液）び入っていることを確認しでください。 

循環液が'入つでいる場台は黄色になります。 

循環液は上限]^上入れないよラに注意しでください。 

か位び下限な下の場合は巧暖房専用補巧液を入れでください。 


運乾開始 前の準備と確 認 

■安全装置のセット、取扱い上の注意 


定油面器のセット 


初めで使用するときやシーズン初めじは、ス I ''ーブ正面ち下の丸巧から見える定ミ由面器 I 」じットボタン（ホ色） 
を軽く押し下げでください。 



(_ ごま意) 


♦1」它ットボタンは据巧け時やシーズン巧め(こ操たします。定ミ由面器に 
強い衝撃をちえたり異萬が'あったとき外は、特に操作する必要はあり 
ません。巧一点义操た後なミをび出すにモニタサイン LO または Li と J 
び表示されるような場台は I 」じットボタンを押しでください。 

(まき巧びがれ、灯ミ由びスムーズに流れます。） 

♦ 1」じットボタンは乱暴に扱ったり、5秒 U (上巧したままの状態や何回ち 
押し下げないでください。定油面器からな';由びあふれたりすることび 
あります。 

•カラーは絶対に外さないでください。 


■送油経路の油漏れの確認 

0^ミち意 1ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接合部-給ミ由コックおよびストーブなどから I 灯;'由漏れびないことを確認の上 
ご使巧ください。なミ由び漏れでいると义災のおそれびあります。 

参ミ由漏れのあるときは使用を中止し、ミ由タンクの送';由バルブを閱じでからお買い求めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービス它ンターにごホ目談ください。 


■電気配線の確認 

0^ミち意]電源プラグをコン亡ントに根元までお実に差し込んでください。 

参電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


ごを意）電源ブラヴ-コードの発熱-発义を防ぐために- 


参電源は必す適正配線された単相1日 0 V のコンじントを使用しでください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


I 循環液の水位確認 (UH-F タイプ） 


■温水配管の水漏れの確認 fUH-F タイ ミ) 



♦ス I -ーブ内部や温か配管接合部から水漏れびないかお認しでください。 

♦床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取り付けた場台は、必すバルブび開いでいることを確認しでください。 






















































国使用方法（使い方) 


チヤイ J レド□ック 


の解除 


初めで電源プラグをコン它ントに差込んだ場合、デジタル表示が 1 -[L I じなります。 
運転する場合は巧のま順で操たしでください。 



運転開始（点乂）-運転停止（消乂） 


運起ボタンを巧しで「入」にしでください。 

参キラリングび点灯し「運転中」表示が'点滅します。 

•予熱び完3すると自動点乂し、その後「運乾か」表示び点なに変わり温風び 
化ます。 

参着义時、放電音と同時に着义音を発することびありますび、異常ではありません。 

参点义操作放電（着义）まで、室温によりず熱時間が'さか変化しますが'、約2分かかります。 

♦着乂後しばらくしでから温風び化始めます。 


〔点乂順序) 


運転中 



〔消火順序) 



運転ボタンを巧して「切」にする 

参キラリングと「運転中」表示び消なします。 

消乂後は本体内部び'ちま P するまで送風を継続し、約10分後に 
巧流巧送風機び停止します。送風び止まるまで電源プラヴを 
巧かないでください。 


A ミち意1 2曰 UUi 家をあけるなど長期間使用しない場合は、運転び完をに停止しでから電源プラヴ 
をコンじントからないでください。 

•外出のときは、必す運転を停止（消乂）しでください。 

参運転中は電源プラグを巧いでの消乂はしないでください。ストーブび過熱しで故障の原因じなります。 
♦運転巧または運転停止後、燃焼室びち却（表示び消な）するまでは電源プラグを抜かないでくださし、。 
ス I ブび過熱しで故障の原因になります。 










































室温の調節 


■ 「自動運転」の場合 

操た部の义力調節の自動/手動ボタンを押しで「自動 J 表示にすると、ルームサーモによる自動運転となり、室温を 
10で〜30でまで設定できます。表示部に設定温度び表示されるのでなのよラに調節しでください。 




自動/手動ボタンを巧して「自動」表示にしまず。 

参表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 

参ルームサーモじよる自動運転となり、設定温度に自動調節されます。 

(ルームサーモは、できるだけ部屋の温度を代表できる位置に取り付けでください。） 


( T 室温の調節 ;を巧つでください。 

参温度設定ボタン 「+ j を押すと rc 上びります。（上限30で) 
• 温度設定ボタン「 一 j を押すと rc 下びります。（下限1〇で ) 


( T ご注意） 

f 參室温調節は、ス I ''ーフ'の位置や部屋の大きさなどで、必ずしち表示部の室内温度' 
と室温とは一致しない場ちびあります。このよラな場合は、ルームサーモを工事 
説日月書の「■ルームサーモの取りなけち j を参照しで適切な位置に巧け換えでく 
I ださい。 , 


参一度設定温度を決めると、その設定を記憶しでいますので、変更しない限り、消义 
後再運転する場合ち同一の設定温度じなります。 （30 秒未満の停電や電源プラヴ 
を巧いた後でち設定温度を記憶しでいます） 


♦自動運転時に微か义力でち室温か'設定温度より上昇する場合、設定室温より3で上昇すると自動的に消义する 
eco (エコ）運転をおすすめします。 （ P 12 eco (エコ）運転の頂参照） 

室温び設定温度より3で上昇ずると消义し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 

■ 「手動運転」の場台 

ま動運転時には固定乂力運転じよる乂力調節び巧能です。义力は6段階に調節され、表示部にグラフ表示されます。 
乂力設定ボタンで巧のよラにご希望の义力に調節しでください。 




自動/手動ボタンを押して「手動」表示にします。 

参表示部に室内温度、义力びグラフ表示されます。 


参义力設定ボタン「+」を押すと1义力上びります。（上限 6) 
参乂力設定ボタン「一」を押すと1义力下びります。（下限 1) 


<床暖房運転時の手動乂力調節についで> 

参本ストーブの床暖房能力は使用义力によって変化します。パネル敷置数び多い 
場合乂力調節びほいと床暖パネルび温まらないことびあります。お使いのパネ 
ル敦畳数をご確認の上、下記の表を目をじ乂力の調節をしでご使用ください。 


置 数 

3 

4 〜 6 〜 10 

义 力 

■ 

-〜-〜- 


■炎の状態 

ストーブの据巧けやおが気筒の設置を件で炎はぎか変化します。 

参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（巧义）び混じつでち 
異常ではありません。 

•細かい（露状の）水滴やホコリを吸気した場ちは全体的に淡いオレン 
ジ色になることびありますび異萬ではありません。 



正常燃焼 


青い炎の中にかし黄をいおび混じっている 


10 




































床暖房運転とス I -ーブ運転の切換えのしかた 

B^-r. - —1 ~ ' — 


ストーブ巧暖房運転とストーブ単独運転の切換えのしかた 


♦ス I -ーフ'床暖運乾を巧ラ場ちは運転ボタンを「入」にし、巧暖ボタンを押しで巧暖房運窗にの換えで運転し 
でください。床暖房運転時には床暖ランプが'点なします。ス I -ーフ'単独運転を巧ラ場含は再度、床暖ボタン 
を押しでください。ストーブ単独運転時には巧暖ランプび消灯します。 


■ストーブ巧暖房で運転する場ち ■ストーブ単独で運転ずる場台 

-床暖ランプび点灯 -巧暖ランプび消灯 



■運転中に巧暖ボタンを操作した場合 

• I ストーブ単独運転^ストーブ巧暖房運転 I …「ジュ ー j という循環液の蒸発音びすることびありますび異萬ではありません。 

♦ I ストーブ巧暖房運転^ストーブ単独運転1…循環ポンプは本体内部ち却のため約10分後に停止します。 


床暖パネルの温度調節 ( UH-F タイフ；) 


ス I ブ巧暖房運転の場含、循環水び設定温度になるよラに、自動的に温度調節されます。また、設定床温は6段階に 
ブラフ表示されます。ブラフ表示3つ目は、床暖パネルの力一ぺツト表面をほぼ33〜 34 ’C (床暖パネル3置の場合）じ 
なつ循環水温度を示します。 




参巧温調節ボタンを巧すと巧のよラに床温調節でき設定床温表示グ 
ラフち移動点灯します。 



’• 1回押すと設定温度を6で上げ、グラフ表示び上じ移動。 
’• 1回巧すと設定温度を6で下げ、ブラフ表示び下に移動。 


参設定巧温は、巧暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は温度調節ボタンで巧ってください。カーぺッ 
卜の表面び熱くなりすぎないよラ設定な温には、十分;主意しでください。 


D 
























eco (エコ）運転 


eco (エコ）運転は、自動運乾時に eco 運転ボタンを巧すとご希望の設定温度にのり換わり、 t - ブ消乂と eco 
じーブ運転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な温度をなちます。 

また、自動運転時は最大义力を70〜90%、ま動運転時は80〜90%におさえでお部屋を暖めすぎないよラに運転します。 


自動運転時 


[設定温度20での揚合] 

♦eco (エコ）運転參百ご〇セーブ運転 


♦セーブ消义 





eco 運転ボタンを巧すと 
設を温度び 20’ C にのり 
換わります 









最大义力を70〜90%に 
おさえで室のを暖房します。 


ムダな暖めすぎを抑そ、快適な 
室温をなちます。 


室温び設定温度より約3で 
上昇すると消’义し、設定 
室温まで下が'ると再点义 
します。 


X 設定温度の初期設定は20でです。設定温度は、温度設定ボタンで10〜30でに変更できます。 

♦室温び20で末満で30分な上運輯した場合は、最大乂力を90%じおさえで運転します。 

参室温び20で上の場合、最大义力を80%におさえで運転します。 

参室温が'24でな上で30分な上運転した場合、（設定温度を22でが上に設定）最大乂力を70%におさえで運転します。 


手動運転時 


>室温び20でな上の場合、最大乂力を90%じおさえで運転します。 

>室温び24でな上で30分上運輯した場合、最大乂力を80%におさえで運乾します。乂力表示は最大のままです。 


leco (エコ）運転方法 



leco (エコ）運おの解除 



eco 運輯ボタンを押してください 

• 「 eco 该示び点なし、 eco 江])運転に入りまず。 

参手動運転の場含は最大义力時に eco ( ェ〕）運転びはたらきます 


再度、 eco 運転ボタンを巧してください 

参 「eco j 表示び消'なし、 eco 江〕）運転を辭除します。 

♦ eco (エコ）運転を辭除すると eco (エコ）運転前の設定にちどります。 


> eco 江〕）運転は一度它ットすると記憶されますので消义しでも解除されません。 


•電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は自動的に解除されます。 


eco 




iiiiiiiiiiiiiiiilll 
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クイック微少運転 


•運輯中に微かボタンを巧すと、ワンタッチで最ル义力じなり、部屋の暖めすぎを防止します。 
微かボタンを再度押すと、ワンタッチでいつち使用しでいる設定に復帰します。 


■クイック微少運転方法 


表示切換 自動/手を 微少ボタンを巧してください 



参微かランプび点なし、义力び最ル义力じ設定されクイック微か運転に入ります。 


■クイック微少運乾の解除方法 

表示切 i " 關每 1 再度、微少ボタンを巧してください 

_ •微かランプび消のし、クイック微か運乾を辭除します。 

参微か運転を解除するとクイック微か運転前の設定に戻ります。 


現在時刻の調節方法 

—= 5 ：~- - 


表示切; 



現巧時刻 


参初めで使用するときや、電源プラグを巧いたときは、時刻表示部 

に一： . び表示されます。 

♦表示切換ボタンを押しで「現在時刻 J 表示じします。 

現在の設定時刻または一：一一 . び表示され「現在時刻 J 表示び点 
滅します。 

♦時刻設定ボタン（時）（分）を押しで現在時刻を合わせます。 

1回巧すと（時）は1時間、（分）は1分進みます。 

押し続けによるボタンの受けはけち巧います。 

時刻設定は「現在時刻」が'点滅中設定できます。点滅が'お3した^ 
t 場合は、再度表示切換ボタンを巧しで設定しでください。 ) 

♦時刻台わせを行い表示切換ボタンを巧したとき、または5秒間操作 
びなく「現在時刻」表示び消なしたときじ時計動作び開始します。 


f 例：午前 6 時 15 分に合わせる場合 



•「時」ボタンを押しで"午前 6 : 

0 0" にします。 

_ A (晚 

自を/手 S - 

現在時刻 


温度/時刻/义力 

午前 c-nn 


微か Ci - 

— ▼(巧） 

し,•し,し,. 


参「分」ボタンを押しで"午前 6 : 

15" にします。 

_ A 腳 

自を/手を 

現在時刻 


お度/時刻/义力 

午前 C . いこ 


微か 

0* 13. 


- A ----- 

、 


_ j 


♦約30秒な内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻ちわせの必要はありません。 
それ U (上の停電で、一：一一.び表示されたら時刻合わせを巧つでください。 
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タイマーの使用方法 

■タイマー時刻の合わせ方 



タイ7— 


現在時刻とタイマー時刻び設定されでいないと、タイマー運転は 
できません。 

♦表示切換ボタンを2回押しで「タイマー」表示にします。 

現在のタイマー時刻または一: --. び表示され「タイマー」び点 
滅します。 

参「時」’「分」ボタンを押しでタイマーじット時刻をちわせます。 

1回巧すと「時」は1時間、「分」は5分進みます。 

( タイマー時刻設定は「タイマー」び点滅中設定できます。点滅び終、 
\ 3した場合は、再度表示切換ボタンを押しで設定しでください 。 j 

参表示の換ボタンを押しでください。 


^ 例：午前6時30分に合わせる場合 

•「時」ボタンを押しで"午前6 : 

0 0" にします。 


一 A 倘） 

自 を/翊 

品度/時刻/义力-''^ 

ーマ 分） 


タイマー 

午前 ら:邮 


•「分」ボタンを押しで 

"午前6 : 

3 0" にします。 


— 夺腳 

卽/姊 

温度/時刻/义力 

: 徴不- 


タイ 7— 

午前 6:孤 


- A 



J 


■タイマー運転方法 

運転ボタンを押しで「入」にしでください。 

(運転巧の場合は運転ボタンを押す必要はありません。） 

運転するときのご希望の温度設定または、乂力設定に合わせでくだ 
さい。 

タイ7— ボタンを巧しでください。 

♦タイマー表示とタイマーじット時刻び表示され、タイマー運転に 
入ります。 

(このとき本体内部;ちま P のため巧流用送風機び1日分間運転します。） 
♦ちわせた時刻になると、運転を開始します。 


/♦巧暖} f 表示切換）旧動/翊» 





室内温度 

タイマー 

午前 s：oo 

がで 


♦外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマー t ットは、絶対にしないでください。 

参タイマー運転中は、運乾ボタンび「入」じなっでいないと運転び開始されません。 

参タイマー運転中は節電のためタイマー t ット時刻表示の日月るさ（輝度）び落ちます。 

参タイマ ー t ット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじット時刻び表示され続けます。 

参タイマー運転設定後に停電 （30 秒な上）びあった場合や、巧震自動消乂装置び巧動した時は、点义しません。 
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■タイマー運転の解除 



参再度、タイマーボタンを巧しでください。 

♦タイマー表示び消灯し、時刻表示に現在時刻び表示され （ 「運転 
中」点滅）タイマー運転び解除され、自動的に運転を開始しま 
す。 

♦運転を停止する場合は、運転ボタンを「の J にしでください。 


現在時刻-タイマーセツト時刻の確認 


■現巧時刻の確認 

♦表示切換ボタンを押しで「現在時刻」じ合わせます。 


午後 



時計表示に現在時刻び 
表示されます。 


タイマー t ツト時刻の確認 

•表示切換ボタンを押しで「タイマー」じ合わせます。 



表示峽 自動/手動 



時計表示にタイマー它ット時刻び' 
表示されます。 


チャイルド□ック 


お子様などによるいたすら操作の防止や、誤って運輯ボタンを押しでち点义しないよラにしたいときに使届します。 

■チヤイルド□ツクの t ツト 



チャイルド□ックボタンを3秒 1 U 内に3回巧してくださし、。 


♦時刻表示部に I - ri_ I と表示されるとじット完3です。 

参運転中または停止中でちチャイルド□ックできます。 

参運転中にチャイルド□ックをじットすると運転停止（消'义）操巧な外は受け 
巧けません。 _ 

(運転ボタンを押すと、アラームと f-Tc I 表示の点滅でお知らせします。） 


■チャイルド□ックの稱除 

再度、チャイルド□ックボタンを3秒に(内に3回巧してくださし、。 

(連続しで押しつブけると、現在時刻表示と广/ I 表示を繰り返します。） 

参[广り表示び現在時刻表示じなり、解除されます。 

運転停止中ら時計を表示させ たいとき 

運転停止中は節電のため、表示はすべて消口しますび、下記のち翻こより現を時刻を表示させることびできます。 



チでイルド□ツ 


参表示切換ボタンを巧しなびら、時刻設定ボタン(時)を押します。1分]^上経っでち時間表示び消なしないことを確 
認しで <ださい。 

♦ちとに戻したい場合は、同じように表示切換ボタンを押しなびら時刻設定ボタン(時)を押しでください。 

参30秒 U (上の長い停電びあった場合は、再度操作を巧ってください。 
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使用上の汪 后、 _ 

本書の「特にミ主意しでいただきたいこと、まをのために必すお守りください」の他に、巧の頂目についでち;'主意しでください。 

显 SH •給が気筒トップ閉そくち検 

，給が気筒トップの周りび雪でふさがれたままで使用しないでください。 

ふさがれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」は給排気の妨げになるのでおやめください。 

閉そくしでいると運転中にがガスびき内に漏れで、危険です。 



•ス トーブの前パネル-前面ガードなどは高温です。やけどに;'主意しでください。 

特にお子さまをス I ブにおブけないでください。 

参前面ガードを列したまま使用しないでください。 

誤って放熱器や平面ガラスなどの高温部にふれますとやけどをします。 

♦雷び発ちしたとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧びかかってち、過電圧防止装置び機器を保護するし 
くみになっていますび、大きな雷（直擊霊など）の場合は、電寺部品を損傷する恐れびありますので、電源 
プラヴをコン它ントから抜いでください。 

参給が気筒トップやが気管は高温です。やけどにを意しでください。 

♦平面ガラスにはかをかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 

♦ス I -ーブ前面巧おは、ふく射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 

変色や変形したりすることびあります。 

♦シーズンオフのよラに長期間使用しないときは、電源プラヴをコン它ントから巧いでください。 

UJH - F タイス 

♦設定な温は、床暖八°ネルの温度設定です。お部屋の温度設定は温度設定ボタンで巧っでください。 

カーぺットの表面び熱くなりすぎないよラ設定な温には十分注意しでください。 

♦長時間皮膚の同じ場所に離れないでください。 

比較的ほい温度 （40 で〜60で）でち低温やけどや脱水症状の原因になります。 

参腐貪予防および凍結予防のために循環液は必ずコ□ナ床暖房巧循環液（別売品）をご使巧ください。 

他の不凍液を使用したり混合したりすると製品の寿命び短くなります。 

♦循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液も含む） 

自己診断モニタについて 



ス I -ーブにトラブルび発ちするとトラブルのが態び設定室温表示に記号表示（自己診断モニタ）されます。 

この場台は「故障•異萬の見分けちと処置ち法」に3〜24ページ）をご覧になり、記号にさった必要な処置をしで 
くたさし、。 〈自己診断モニタ〉 


表示 

原 因 

辭簡ちま 

表示 

原 因 

辭隔ちま 

E 1 

違中消火 

① 

〇 1 

ポツトず熱不足 

⑤ 

亡？ 

不着 乂 

PP 

ポツト温度低下 

C D 

巧震作動 

の 

ポツト異常過熱 

，[し' 

過熱防止装置作動 

nr 

薑板不良 

巧 

排気管损け横知作動 

，'二,::'※ 

熱交サー S スタ邮線 

① 

，'二,'； 

ルームサーモ挪線 

，'二/※ 

il 交サ-ミスタ温廈異萬侃置房運転) 

，ご 9 •，ご,ご 

停 電 

! 二 1 〕义 

湯温サー S スタ挪線 


二 n 

疑似 乂お 

! ニニ！义 

般サ-ミスタ温度異甫(スト-プ運転） 


二 n 

燃焼巧送風機異甫横出 

!二!- 义 

湯温サー S スタ短絡 


_广 

二し 

ルームサーモ短絡 

1-1!= 

不完全匪隆装置欄臟常 

③ 


zd 

対流南送風機異萬検出 

が 7 点滅 

不完全燃焼防止装置作動 


zr 

空気サー S スタ温度異窜 

Hn 烏:減 

連続不完き隱通知磯能作動 


二 f 1 

表示サー S スタ温度異雷 

卜が点な 

再点义防止機能作動 

④ 


; i ) がりは SiH - F 》 イプ）のみ巧をです。 


①運転ボタンを一旦「の」にし、再び「入 J にしでください。 

⑤お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼しでください。 

③ 直ちに音帽の換気を十分にしで、運転ボタンを一旦「切 J にし、再び「入」にしでください。 

④ 辟除できません。 

直ちに部屋の換気を十分にしでお買い巧めの販売店または、おちくのコ□ナサービス忆ンターに修理をめ頼しで 
ください。 

•巧刷— 

参お買いなめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに連絡しでいただく際は、表おしでいる自己診断モニタもお知らせください。 


16 







































































回ま全装置 


このストーブにはなのよラなま全装置びついでいます。 

すべでのを全装置は、異常び取り除かれでち再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 


原因 * 作動結果 


処置方法 


巧震自動消乂装置 

表示） 


>強い地震（震度約51^上）や 
衝撃を受けたとぎ 

ク 

自己診断モニタ圧リ表示 
ストーブの運転を停止 


•ストーフ'の周のや給気ホース-が 
気管の外れ、由漏れなどの異常び 
ないことをお認しでから点乂操た 
をしで < ださい。（巧震自動消义 
装置は作動後自動的に它ットされ 
ます。） 


点乂安を装置 
燃焼制御装置 

参フレーム□ツド 


>点义=スをしたとぎ 
>途中消义をしたとさ 
>炎び異常にルさいとさ 


ク 


I い康术- I 康术 


I 

(途中消'乂） （不着义） 




] 表示または 


卜の ぉ术 

ストーブの運おを停止 


•ミ由タンクの送ミ由バ J レブび閱じられ 
でいないか確認しでください。 
♦ゴム製送ミ由管に空気だまりびない 
か確認しでください。 

参定ミ由面器の安を装置が’作動しでい 
ないか確認しでください。 

参お買い巧めの販売店または、おお 
くのコ□ナサービスじンターに修 
理をめ頼しで < ださい。 


停電ちを装置 


参停電したとき 
♦電源プラグび巧けたとき 


I EE 康术 - 

匹国表示 

(30秒]^^(上） 

( 5秒しツ上、 


(^30 秒未満 y ) 


ク 


通電後自己診断モニタ L ££ J 表示 
または 1 15 引 表示 
ストーブの運転を停止 


• I f りの場ち、チャイルド□ック 
を辭除しでから時計などのじット 
をし、点乂操作をしでください。 

• I P 引の場合、通電後再点义操作 
をして < ださい。 

参電源プラグを確認しでください。 


過熱防止装置 

♦過熱防止サーモスタット（ち） 
X 参過熱防止サーモスタット（ち） 


參サーモスタツ 


CL ! 


表示) 


•フィルタやス I ブの前面びふ 
さびったとき 

•ストーブの前面に障害物などび 
あるとぎ 

•熱交換器び異常に熱くなったと 

き ク 

-自己診断モニタ1_£ゴ]表示 
.ス I -ーブの運窗を停止 


♦フイルタの掃除に0ページ参照） 
ストーフ'周囲の障害物を取り除い 
で < ださい。 

参お買い求めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービス它ンターに修理を 
依頼しでください。 


不完全燃焼防止装置 
•ガス t ンサー 
の-1[ 1点滅表示） 

連続不完全燃焼通知機能 
(丘が I 点滅表示） 


再点义防止機能 
(胃点な表示） 


• 排気び室のに漏れ不完全燃焼防 
止装置び働いたとぎ 

〇 

白己診断モニタ [7^ 点滅表示 
自動的に消义 

• 不完ミ燃焼防止装置び連続しで4回た動し 
[連続不完苗臟通妃臟 j び働いたとき 

ク 

白己診断モニタ [7 万巧点滅表示 
白動的に消乂 

>さらに不完全燃焼防止装置（不完を燃焼 
通知機能）び連続しで3回が動し再点义防止 
臟び働リたとき nn 


自己診断モニタ I ,s も' I 点な表示 
白動的に消乂 
再点乂できません。 


• 部屋の換気を十分にしで < ださい。 
♦排気管び外れでし、ないか、他の燃 
焼機器の影響を受けでいないか確 
認しでください。 


>部屋の換気;を十分にしで、お買い 
求めの販売店または、おおくのコ 
□ナサービス它ンターに修理を依 
頼しでください。 
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お※脚ま （ UH-F タイプ）のみ巧をです。 































































因その他の装置 


装置の名称 


原因*作動結果 


処置方法 


排気管巧け検知装置 

表示） 


参が気管の接続部びがれたとき 

♦肖惊管巧け検知用リード線び外 
れたり、断線したとき 


ク 


•自己診断モニタ圧リ表示 
•ストーブの運転を停止 


♦給が気筒および排気管の接続部 
に、外れ•ゆるみびないか確認 
しでください。 

参が気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、外れ•切れびないか 
確認しでください。 


おが扇筒 


給気〇 
キャップ 



が気 □ 
キヤツブ 


>回転数び巽萬にほ下したとき 


燃焼用送風機異常検出装置 

表示） 


ク 


•自己診晒モニタにの表示 
•ストーブの運輯を停止 


参お買い求めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


巧流用送風機異常検出装置 

表示） 


>回転数び異萬にほ下したとき 


ク 


•自己診断モニタに cH 表示 
•ストーブの運転を停止 


参お買い求めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


過電流防止装置 

(表示部を消な） 


>巧部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 

ク 

• 電流ヒューズびのれ、すべでの 
運転を停止 


参お買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


X 循環か過昇防止装置 

(熱交サーミスタ） 
表示） 


参循環液び減みしたとき 
参循環液び循環しないとき 


ク 


•自己診断モニタ IF 。表示 
•ス I -- ブの運転を停止 


参循環液の量を確認する等により 
循環液過昇原因を取り除いでく 
ださい。 

♦お買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス t ンター 
に修理を巧頼しでく ださい。 


異常温度検知装置 

(表示サーミスタ） 
表示） 


•フィルタやストーブの前面び 
ふさびつたとき 

•ス トーフ'の前面に障害物など 
びあるとき 


ク 


•自己診断モニタ圧と J 表示 
•ストーブの運転を停止 


参フィルタの掃除に0ページ参照） 
ストーフ'周囲の障害物を取り除い 
でください。 

参お買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービス tz ンター 
に修理を依頼しでく ださい。 


ま）X印は （UH-F タイプ）のみな象です。 
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画曰常の点検•手入れ 

点検-手入れのときのま意 

点検•手入れは消义を、ストーブび十分ちえでから必す電源プラヴをコン它ントから抜いで巧つでください。 


A 無 I •故障 • 破損したら、使田しないでください。不完をな修理はを険です。 

-^参定期的 (2 年に1回程度）に点検•整備を受けでください。点検を受けすに長期間使用し続けると、巧障や 

事巧の原因になり危険です。 


点検-手入れの必要項目、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

A ミち意1 ストーブの周囲は、常に整理’掃除し、燃えやすいものを置かないでください。 

■ほこり（使用ごと） 

•ストーブじほこりび巧いた状態で運転をしないでください。 

参ス I ブ外觀のほこりやちれは乾いたやわらかい巧などできれいにふきとつでください。シンナー’アルコー 
J し•ベンジンなどは使用しないでください。変色します。 

■油漏れ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

♦置台•逆タンクにミ由漏れ•ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、点検しでください。 

また、給ミをの際にこぼれたなミ由はよくふきとつでください。 

参泣漏れびある場合は、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検-交換の目ま（シーズンの初め） 

A ま意 I 巧タンクやゴム製送ミ由管 • 接合部 • 給ミ由コックおよびストーブなどからのなミ由漏れびないことを確認の 
上ご使巧ください。 

( HD ゴム製送ミ由管は、屋外で使苗しないでください。屋外での使巧は禁止されでいます。 

ゴム製送ミ由管は、経年変化しますので、までかし巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるとさは 
交換しでください。交換の目安は、 3 年に 1 度です。交換はお買いホめの販売店または、おちくのコ□ナ 
サービス它ンターに依頼しでください。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

参ミ由タンク内にかやごみびたまっでいないか点検しでください。 

ミをタンク内のが巧きおよび掃除は、;由タンクは属の取扱説明書じ従って巧ってください。 

■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 

IA 警告1 給が気筒(管•ホース)びがれたまま使用しないでください。列れでいると運廣かにがガスび漏れで、を険です。 

IA 警告1 積雪び多いときには、給が気筒トップの周りび雪でふさびれでいないことを確認しでください。 

参除雪は、給が気筒トップの周囲を常に 30 cm な上あけで、風力などまないようにしでください。 

•積雪や屋根から落ちた雪により、給が気筒トップびふさびれると燃焼不良の原因になります。閱そくすると 
運転中にがガスび室内に漏れで、危険です。 

参おが気筒およびトップの周囲に障害物が'置いでないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いである場含は、移動しでください。 


おが気筒 


■給排気筒接続部のゆるみおよびトップの周囲 （ 1シーズン1〜2回） 

参給が気筒が'つまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入ったりしでい 
るときは、必ず掃除しでください。 

♦給が気筒および排気管の接続部びがれたり、排気管巧け検巧用リード線び 
外れたり、断線しでいないか点検しでください。 

参おが気筒を一度取り外しで、再び取りなけるとき、が気管の接続内部には 
めこんである0リンブび破損しでいないかおかめでください。 

破損しでいた場合は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに交換を依頼しでください。 

■給気ホース-排気管の点検（シーズンの初め、適時） 



参給気ホース‘排気管の接続部び外れでいないか点検しでください。 
♦給気ホースが'排気管にあたつでいないかを点検しでください。 
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■結露水の処理（適時） （ お買い巧めの販売店または、おおくの〕□ナサービス t ンターに依頼しでください。) 
参給が気筒トップより結露水びたれることがありますび異常ではありません。 

参が気管に結露かが'たまった場ちは、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに点検を依頼しで 
<ださい。 

■定油面器のストレーナの掃除と水抜き（適時） しお買し巧めの販売歸たは、施くの]□ナサ-ビスむ》-に誦しでください 。 J 
•定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみびたまるとなミ由の流れを妨げで、十分な义力 
び化なくなる場合や灯ミ由び漏れるおそれびあります。 

シーズンに1〜2回（シーズン初めなど）には、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに掃除- 
点検を依頼しでください。 


■対流用送風機のフィルタの掃除（週に 1 回む上) 


参フイルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面温度び上昇する 
原因になります。〔過熱防止装置または表示サー=スタの働きで運転び停止する場合びあります。〕 

運転を停止しでから、巧の要領でス I -ーフ'裏面のフイルタの掃除をおこなつでください。 



1 . 左図のよラにフイルタのとつでをつまんで矢 EP のよラにフイルタを上に引き 
出し、ストーブ背面から取りがしでください。 

2. フイルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つでください。 

3. 掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付けでください。 


么注意 I フィルタをかしたまま運起しないでください。 

巧流用送風機のフィルタを外した状態で運転すると、カーテンなどをきき込んで义巧になるおそれびあります。 
またまなどをふれるとけびをするおそれびあります。 


■地震などの災害が発生したときの点検について 


♦地震などの災害び発生し、ストーブじ振動や衝擊び加わったときは、運転前に必ず巧の点検を巧ってください。 

•給が気筒まわりのがれ、漏れの確認 •機器の損傷点検 

•な'油配管からの漏れ確認 

•点検で異常び見つかった場合は、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修巧を依頼 
しでください。 
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■循環水の補給（適時） CljH - F タイプ) 

•シスターンタンク巧の循環水は、かしすつ蒸発します。ときどき水位をお認しで循環液が'不足しでいる場合は、 
規定水位まで床暖房専用補な液を巧給しでください。 



1. ストーフ'左側面の給?火□扉を開き、おかガイドを取り出しでくださ 
い。 



2. シスターンタンクのキャップをがし、給水ガイドを取り巧け、水 
位計の規定水位(上限水位)まで循環液(床暖房専巧補巧液)を入 
れでください。 


("ごま意) 循!票;'夜は「上限」上補給しないで<ださい。 
使用中に循環液びあふれることびあります。 


• コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結ず防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ-巧暖パネル-配管部品 
など）の防鐘効果を目的に作られた循環液です。循環液はすでに純水で適正な濃度に調含しでありますので 
試運輯時にはこのままス I ブに入れでください。 

参他な銘柄の防請剤、不凍液けきに車両用など）を使用したり、混合したりすると防饋効果が'発揮されず機器 
の耐夕性びそこなわれたり、粘度びあねすポンプの性能び十分発揮されずに沸騰しでしまラことがあります。 
参循環液は、常温では引义しませんび、如熱されたストーブの上などにかかると着火することびありますので 
取り扱いには十分;'主意しでください。 

参循環液は3年を目をに入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 

• 循環液の凍結温度は、一20でに調合されでいます。 


■温水配管の点検-交換の目安（シーズンの初め、適時） ( UH - F タイミ ) 

参ス I ブ内部や温水配管接続部分からか漏れびないことをお認しでください。 

参パックチューブは経を変化しますのでまでかし巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるときは交換しでく 
ださい。交換の目安は3年に1度です。交換はお買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに巧頼 
しでください。 
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回定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いず 
めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターちしくは修理資格者〔（財）日本5巧燃焼機器保守 
協含 （ TEL 03 —％ 99-2928) で行う技術管理講習含修3客 （6 油機器技術管理±)など〕のいる店にご 
ホ目談ください。 


愛情点検 

長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由漏れびする。 

参強い臭いびする。 

♦運転中に異常な音びする。 

♦その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必すお 
買いホめの販売店または、おお 
くのコ□ナサービス亡ンターに 
ご連絡ください。 

点検’修理についでのご費田な 
ど詳しいことはお買い求めの販 
売店または、おおくのコ□ナサー 
ビス亡ンターにご相談ください。 
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画な障-異常の見分け方と処置方法 


■巧のよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

初めで使巧するときやシーズンの初めに煙や 
においび'でる。 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

乂 

時 

燃焼開始時や消义をに「ピチピチ」や「カンカ 
ン J といラ音びする。 

本体内部が熱により膨張、収縮するためです。 

消 

乂 

点义時にボンと音びする 

点义するときに発ちする着义音で、異常ではありません。 

ストーブ本体から水び蒸発する「ジュツ j といラ音びする 

結露水び熱交換器内部で譲発する為です。異常ではありません。 

時 

「ブーン」と音びする 

モータの運転音で異常ではありません。 


運転閱始時、「カツチカツチ」といラ音びする 

製品の機能上（1」レー音)であり異萬ではありません。 


■使用中に異常びあったら、;欠表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないときや、処置のむすかしし化きは、お買いホめの販売店、またはおおくの〕□ナ 

X 巧の現象.原因は 〔 UH - F タイフ：;のみ巧象です。 


現象 
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強い地震があった。または、ストーブに衝撃をちえた 



• 











送ミ由バルブび閉まっている 

• 

• 












定油面器の安全装置が作動しでいる 

参 

参 












コ''ム製送油管に空気だまりびある 

• 

• 












コ''ム製送油管が巧れでいで、巧ミ由が流れにくい 

参 

• 












定ミ由面器に水、ごみび入っている 

• 

• 












おが気筒の設置び基準通りでない。が気管び長すぎる 














巧流用送風機のフィルタ(こほこりがたまった 




• 




• 






給排気筒の工事か’不適当のため排気ガスを吸い込んでいる 

参 













ルームサーモの取り付け位置び悪い 














給が気筒トップの先端びおおわれでいる 

参 













油漏れがある 














おが気筒接続部び外れでいる。 

排気管巧けお知用リード線端子接続びゆるんでいる 





参 









フレーム□ッドにすすが多量に巧着した 

• 






• 







循環ポンプび故障しでいる X 









参 





循環かが不足しでいる ^ 









• 





温水配管びつぶれでいる。温水ジョイントのコックび閉じでいる X 









• 





長時間停電びあった （30 秒上 -巧表示) 






参 








厚電びあった （ 1秒1^^(上30秒ホ満-,5勺表示） 






参 








電源電圧 ( AC 100 V ) が低くなっでいる 














不完を燃焼防止装置が故障しでいる 










参 




室内に排気ガスび漏れた 











参 

• 

参 
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現 象 

説 明 


《の-部が揺らぐ。誠の中じ黄色しぶ Gf 从)び渥じる。 

異常ではありません。 

燃 

給肖商筒の先端から連続的に白煙び化る。 

外気温びほくなると、排気ガス中に含まれでいる水分び凝結 
しで水蒸気になるためで、異雷燃焼による白煙ではありません。 

焼 

なミ脂れの際、一瞬炎び大きくなつで消'义する。 

異常ではありません。 

時 

タイマー運輯中に表示部の表示び暗い。 

待機時の節電のためです。異常ではありません。 

そ 

「コト〕 N 音びする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 

の 

前面ガードびすこし巧びる。 

前面ガードの一部び熱により膨張するためです。 

他 

ストーブの背面がラすく光る。 

スケルトンのひかりび際間から漏れるためで異常ではあ 
りません。 


ガラス円筒び白くなる 

な;'由中の成分びガラス円筒に付着するためです。異窜ではありません。 


•巧のよラな現象のときは使巧を中止し、’;由タンクの送;'由パルプを閉じでお買い求めの販売店または、お巧く 
のコ□ナサービスじンターにご連緒ください。 


現 象 

説 明 

置台になミ由び漏れでいる。 

ゴム製送ミ由管の締巧バンドび締まつでいない。 


サービス tz ンターにご連絡ください。 ★表示部に自己診断モニタび表示されまを 
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参 





コンじントに確実に差し込む 














ストーフ'の周のやお気ホース’排気胃の列れ、巧漏れなどの 
異萬がないことを確認しでから点义操作をする。 














送油パルブを開く 














定油面器リ它ットボタン(赤色)を巧す 



• 











燃料切れの;ち意と空気あきのちま (7 ぺ-ジ)を参照しで空気抜きをする 



参 











コ''ム製送油管の折れを直す 



• 











お買い求めの販売店または、む近くの]时サ-ビスじンタ -13 理を依頼する 




参 

参 









お買しぶめの販誠または、細くの]日ナサ-ビスたン》-に變をの頼する 














フイルタのほこりを掃除する 




• 

参 

参 


• 






お買しぶめの販就または、細くの]日ナサ-ビス t ン》-口11をの頼する 










参 




適正な位置に取り付け直す 




参 

参 

参 








おおつでいるちのを取り陈く 







• 







お買い求めの販売 1 S またはぶ )5 くの]□ナサ-ビス tz ンタ -13 理を依頼する 














お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス 
它ンターに修理を依頼する 














お買い求めの販売 IS または、もぶくの]时サ-ビス t ンタ -1311 を依頼する 











• 

• 

参 

お買い求めの販離または、離くの]□ナサ-ビス t ンタ -13 理を依頼する 











• 



規定水位まで補巧液を入れる 











• 

参 

参 

温水配管のつぶれを直す。温水ジョイントのコックを開く 














設定温度、時刻などをじットしでから点义操たする 














Ut ットしでから点乂操作する 

• 

• 












1 A を意1「電気配線の確認 j 旧ぺージ)の內客を点検する 














お買しぶめ湖隔輔むま、細くの]□ナサ-ビス t ン》-口1齡依頼する 














直ち(こ部屋の換気をする。 

「不完を燃焼防止装置」 （] 7ページ)の内客を点検する。 
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国部品交換のしかた 

■部品交換のとさのま意 

を達意) 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必要な場合には、お買いホめ 
の販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターちしくは、修理資格者〔(財)曰本扫ミ由燃焼機器 
保守協ミで巧ラ技術管理講習舍修了客(扫ミ由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談くだ 
さい。 

巧品な巧はコ I □ナが GIEgBS とご指定ください。 

参コ□ナ純正でない部品を使巧の場合には、本体の機能が'損なわれたり、事がや故障の原因と 
なります。また、保証期間内であつでを本体の保証び受けられません。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 

■ : こ -'^'--—- J - 


1" 項目 

巧容 1 

使用期間により交換が'必 
要な部品 

パーナヘッド•バーナヘッドリング•スクルトン•点乂プラグ 
フレーム□ッド•ガラス円筒•き種パッキン 

環境により努化しやすい 
部品 

給排気筒系部品•プリント配線板 • 燃焼用送風機 • ガス它ンサー 
コ''ム製送な管 • 巧流用送風機 

変質•不純灯ミ由の使用に 
より冀化しやすい部品 

気化筒•電磁ポンプ•定巧面器 

) 


函贈 (長期巧使用しない場合) 


シーズン終了時などの長期間使巧しないときは、曰常の点検•ま入れの頂 （19 〜21ページ)を参照し、 
巧の要領で保管しでください。 

1.電源プラグをコンたントから巧いでください。 

么注意 I 長期間使巧しないときは、電源プラヴを抜いでください。 

2•なタンクの送油バルフ''を閉じでください。 

3•フイルタの掃除をしでください。口 0 ぺ-ジ参照） 

4.本化のごみやほこりを取つてください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

5•本化をしめらせた巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 

6.ストーブは据付けたまま保管して < ださい 

•床暖の配管を接続したままで保管する場合は、上限水位まで巧給しでおいでください。 ( UH - F タイプ） 

•床暖の配管を接続したままで保管する場合は、エアー巧きバルブを開いでおき、エアー巧きバルブ配管巧ち乾 
燥させでください。 ( UH - F タイプ) 

•どうしでち取り外しでな管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場抓こ横倒しにしないようおしまいくだ 
さい。 

•巧シーズンに据付けるときには、必すお買いぶめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに依頼し 
でください。 
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画仕様 


仕様 


型式の 呼び 

UH - FSG 7012 K 猩本型な UH - FSG 701 1り 

FF - SG 6812 K 语本型式 FF - SG 6811 K ) 

種 類 

気化式 • 強制給排気形 • 強制な流お • X 床暖房巧 

点乂 方す 

電気点火す 

使用 燃料 

なミち ( JIS 1 号灯油） 

燃焼 状態 

最大 

最小 

最大 

最ル 

燃料消費量 

床暖房運転 

8.03 kW (0.780 L / h ) 

2.26 kW (0.220 L / h ) 



ストーブ単独運転 

な D 巧 百；巧 

7.88 kW (0.766 L / h ) 

OQ QOO レ 1 /h« 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

Q 1 に〇レ I /hv 

7.88 kW (0.766 L / h ) 

2,26 kW (0.220 L / h ) 

- ■ 

発熱量 

j 木 蜡房運 粒 
ストーブを独運転 

な D 巧 f 用 席 

^ U / U J U rssj / 1 1 

28,370 kJ/h 

pc CO / 

〇 / I 

8,150 kJ/h 

P フ c ^ o / 

28,370 kJ/h 

8,1已 OkJ/h 

熱効率 

休 腹 居 運 粒 

ストーブ単独運転 

oD.O /o 

86.0% 

U 1 • / 0 

87 .己％ 

^ 

86.0% 

87.5% 

暖房出力 

床暖房運転 

6.95 

kW 

循環水量 150 L/h 
(1 回路時） 

1.98 

kW 

循環水量 lOOL/h 

(1回路時- 
2 回路時） 

X 

X 

循環水量 180 L/h 
り回謡烟闹品細] 

ストーブ単独運転 

6.78 kW 

1.98 kW 

6.78 kW 

1 .98 kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

1.51 

kW 

11環水 ■ 1加 L / h り◎路瞄 


循環水量 18 DL / h り匪晚刷売品使用〕 

標準適室 

床暖房運転 

温暖地 

木造 29, 加 2 り婚ほで〕ンク ij - 卜41.加 2 口凰まで 

- ^ 

寒ち地 

木造29.加 2 (18 置)まで]ンクリ-卜48.日 m 2 (2婚版 

^-- 

ストーブ単独運転 

温暖地 

木造29,加 2 (18 置瓶]ン州-卜39.加 2 (2 偶まで 

木造29加 2 (1婚瓶]ンク IJ - 卜39.加 2 口偶まで 

寒ち地 

木造29,加 2 (1 婚術]ンク1」-卜 46.0 m 2 口織まで 

木造29加 2 リ8置版]ンク|」-['46加 2 (2糧版 

本体 か 容量 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 

--^ 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

_ 

夕 1 •形 ブ法 

高さ600 mm 幅 696 mm 奥巧 337 mm (置台を含む） 

質 量 

30.0 kg 

23.0 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定を消費電力 

床暖房運転 

最大消費電力 880/880 W (点义時） 
燃焼時消質電力 59/ 69 W 


ストーブ単独運転 

最大消費電力 860/860 W (点义時） 
燃焼時消費電力 34/39 W 

最大消費電力 860/860 W (点义晚 
燃焼時消賣電力 34/39 W 

待 機 

時 消費 電力 

1.0 W 

床パネルの接続面積 

4. 5〜 16.5 m 2 (3 置〜1日置)(最大燃焼時） 

_ 

温か 配管 接続 □ 

外径み 8 mm ニップル 

^ 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4 

0-5 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の堅員お部のな径 

伞 75 mm 

排気温度 

床暖房運お 

260でに(下 

—— ---- —— - 

ストーブ単独運転 

260でな下 

電流 ヒューズ 

5 A -15 A 

まを 装置 

巧震直動消义装置 • 点义安全装置 • 燃焼制御装置 
停電安全装置 • 過熱防止装置 • 不完全燃焼防止装置 

その他の 装置 

排気管巧けお巧装置 • 燃焼巧を風機異常お出装置 • 巧流巧送風機異常お出装置 
過電流防止装置 • X 循環水過昇防止装置 • 異常温度検知装置 

巧属品 

給が気筒かソト1組’※パックチューブ 2. 5 m ’ 磨熱板1個 

本体固定を具 B 1 個’]'ム製送油管締巧パンド2個‘スリ ーフ 1個’取あ説賴‘工事説賴‘所有者票 


ま）※印は rUH - F タイプ )のみ巧象です。 
標準適室は、一艘社団法人•曰本ガス扫ミ由機器工業ちの賣定薑準によります。 
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プリント配線板端子配置図 


ま ) E 口端子部は 
fUH - F タイプ） のみ 
巧象です。 


面アフターサービス 


画保証について 

参このコ□ナ密閉す石なストーブにはな証書び巧いでいます。（裏表紙に印刷されでいます。） 

保証書は、必す「お買いあけ曰、販売店爸 j などの記入をお確かめのラえ、大切に保管しでください。 

♦な証期間はお買いあげいただいた曰から1年間（本体）です。（燃焼部分は3を間） 

参巧のよラな原因による故障および、事故につきましでは、な証の巧象になりませんのでま意しでください。 
♦変質な;'由や不純なミ由などの不良灯;'由、またなミ由な外の燃料使庙による故障や事故。 

♦誤った使用ち法じよる故障や事故。 


■修理を依頼されるとを 


■保証期間び過ざているときは 

■お買い求めの販売店または、おをくのコ□ナサービス t ンターにご相談ください。修理によって使用でさる製品につし、 
ではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

■石なストーブの補修用性能部品（機能を組持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ち切りを7年です。 


•「故障.冥萬の見分け方と処置ちま K 23 ■ 24ページ)の頂にしたびってお調べください。直らないときは、ご使巧 
を中止し、必す電源プラヴを巧いでから、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターにご連絕 
ください。 

参ご運絡いただきたい内容は巧の通りです。 

の 品名 ② 型すの呼び ③ お買いあげ曰 ④ 故障の状況（出来るだけ具体的に）⑤ご住所-ご氏各-お電話塞号 
•品各、型すの呼びは取扱説明書 （ f 呆証書）をごらんください。 

•修理に際しましでは、 f 呆証書をご提示ください。保証期間かであればな証書の規定に従って無料修理させでいただ 
きます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターにお問い合わ 
せください。 


巨巨巨吕 
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国据付け•あ設 

据付け-移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または据巧け業若に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 

■ .-：= ^ _ ^ ■ —二1 —. ； — - - - - - 7 =― 一 一 = —； Z =• 

据巧けじついでは、义災予防条例、電気設備に関する技術暮準などるちの基準が'あります。工事説日ち書（工事編）の 
「特にミ主意しでいただきたいこと（ま全のためじ必すお守りください)」をお読みになり、販売店または据巧業者と 
よくごホ目談しでください。また、「標準据付け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準据付け例 


ストーブの据はけは下図を満足させる位置に取り付けでください。 


- 可燃物 ■ 



[ 


] 


( )寸まは （ UH - F タイスのみ巧をです。 



巧燃物.’ 


© 


45cm 
な上 


45cm 
な上 


；/•：：：•：：•；； 可燃物 


参側ち障害物は、両側にあってちよいび給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45cmU 上とってください。 

参前ちにおや建物びある場合は給が気筒先端と前ち障害物との距離は 60cm な上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物が'ないよラじしでください。 

参あ合排気筒下面は地面から 30cmJ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒先端が雪でふさびれ 
るおそれのない高さをおなしでください。 

参雪の多い地ちでは、最高積雪面より 50cmJ^ 上離れる場所に、給が気筒を取り巧けでください。 

[マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法] 

ストーブ前面び壁面より 
内側に入らないこと 




を;主意） 


() 寸法は CUH - F タイプ) のみ巧をです。 

巧义性能認証品ですので※印の寸法で設置できます。 


参テレビやラジオから1上離しでください。（テレビやラジオじ雑音び混入するおそれびあります。） 

•点検•ま入れのためスI-ーブ左ちの離隔距離は、左側 25cmU (上、石側 20cm な上じしでください。 

参熱に弱い力ーペットや巧の上で長時間使巧すると、変色したり、そり返ることびあります。 

参木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に給排気筒を通すとき 
は、それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 

参壁(こ巧をあける場含、壁の内部じある電気配線•刀ス•水道の配管じあたらない場所を選んでください。 

•上図では巧燃物までの離隔距離を示しでいますび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場合ち上図離隔距離 
をとつでください。 


i-Hmmmm 占 11 
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給排気筒 を延長ずる場合の注意 _ 

♦給排気筒を延長する場ちは、 3 m 3 巧びりな下で取り付けられる場巧を選定しでください。 

参標冒1300 m 〜1500 m で使巧する場合は、1 m 3 曲がりな下で取りなけられる場所を還定しでください。 

積雪地区における注意 

参給が気筒トップび雪でふさびれない場所に設置しでください。落雪により給が気筒トップびふさびれたり破損する 
おそれのある場所には設置しないでください。 

また、風びよどむよラな場所では、がガスを再度吸い込んで異甫燃焼を起こすことびあります。 

据付け後の確認 

据付けが'終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にミ主意しでいただきたいこと（ま全のために必すお守りくだ 
さい） J をお読みになり、ェ重説日月書に記載されでいるとおり据巧けられでいるかどラかを確認しでください。 


遮熱板の取げ方を 


♦遮熱板はストーブ前面の巧面の温度上昇を防ぐちのです。 

熱に弱いカーぺットや巧の上で長時間使用すると、変色したりそり返ることがあ 
ります。 

巧面の温度上昇が気になる場合、下図のよラに遮熱板を 
前面ガードに取り付けてください。 


前面ガードの横 
□ッドの下から 
目本目と7本目に 
またびるよラに取 


♦遮熱おの取付方法 

1.前面ガードを取りがします。 

•前面ガードの取り巧け-取り外しの際は、ス I -ーブにキズ 
善を付けないよラを意しでください。 

参前面ガードは ★ ED 部の上下左ち4ク巧で固定されでいます。 
取りがしは、下記のよラに巧つでください。 

(取付けは逆の字順となります） 


0巧けで < ださい。 J" 




2. 歴熱す反を取り付けます。 

取り巧ける□ッドの位置（下から6本目と 
7本目）と中むを確認し、□ッドをみし 
巧しなびら超熱板をはめ込みます。 

ほラろラ如エを痛めますので、□ッドの 
押し過ぎにミ主意しでください。 

3. 前面ガードを取り付けます。 

外した時とは逆のま順で、□ッド上側から 
差し込み、持ち上げで下側を差し込みます。 

• 位置を間違えますと、超熱の効果び得られません。 
正しく取り付けでください。 
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試運転 

試運輯は販売店またはお巧業者とご一緒に必す巧つでください。 


■運転準備 

么ま意 1 電源ブラヴをコンじントに根元までお実に差し込んでください。 (時刻表示び- 〔し） 

参チャイルド□ックボタンを3秒 U (内に3回押しでください。（時刻表示び -••--) 

参ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気あきをしでください。 （7 ページの燃料切れの;'主意と空気あきのち法を参照 
しでください。） 

♦送巧経路やス I ''ーフ'より;由漏れびないか確認しでください。 

参前面ガードは取巧けでありますか。 

♦定ミ由面器を iz ットしでください。 （8 ページの安全装置の t ット、取あ上のミ主意を参照しでください。） 

♦シスターンタンク内に循環液がないときは、循環ポンプを運転させないでください。故障の原因になります。 

■循環 液の 給水方法 およびエアー 抜き方法 ( UH-F タィプ) 

1. 給水前にエアー抜きバルブが全開になつでいることを確認しでください。 

(工場出荷時には開いであります。） 

必す全開にしでください。 


2. 器具の左背面じある往きと戻り両方の温がジョイントのコックを「開」にし 
でください。 

(参2回路配管の場合は、頂目8、9を1回路すつおこなってください。） 

参配管途中にバルブびある場合は、バルブをき開にしでください。 



3. ストーフ'左側面の給水□扉を開き、給水ガイドを取り化しでください。 


4. シスターンタンクのキャップを外し、給水ガイドを取り巧け、水位計の規 
定水位(上限水位）まで循環液（コ□ナ床暖房巧循環液)を入れでくださ 
い。 



己.操た部の床温調節ボタン「+」「一」を同時に5砂間巧し続けでください。 

参循環ポンプび運転を開始します。 

(操作部の巧暖ランプと表示部の設定な温表示部び点滅します。） 

参水漏れびあった場合は、循環ポンプを停止させでください。 

巧暖ボタンを押しで C 卜ーブ単独運転"このり換えることにより停止さ 
せることびできます。 



床暖ボタン 


6. シスターンタンクの水位が'下るので上限水位まで循環液を給水しでください。 
(シスターンタンクの水位び下びらなくなるまで給水を続けでください。） 
•温水配管施工などの関係で、エアー巧きバルブではエアーびあけきらな 
い場合は、次:のちるびあります。 

* 温水往き□のコックを「閉」じしで温水配管接続をはすし、コックを開 
いで循環液をみしすつ流し、エアーを巧く 
^ (循環液びこぼれないよラに容器を用意しでください。） 



※温水配管内のエアー巧きび不十分だと循環音び大きくなる事びあります。 
この場合は再度エアー巧きを行つでください。 


7. シスターンタンクの水位び下びらなくなったらエアー巧きバルブを必す 
「閱」にしでください。 

参循環ポンプの運転音び静かになります。 
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8. 温水配管経路に、水漏れのないことを確認してください。 


9. 水漏れのないことを確認したら完3です。操作部の巧温調節ボタン「+」 
r - j を同時に巧しでください。循環ポンプび厚止します。 

(操作部の床暖ランプと表示部の設定床温表示部び消なします。） 

♦給水ガイドを外し、キャップを確実に締め込んでから給水ガイドを元に戻 
しでください。 



■運乾 ※刷ま し UH-F タイプ) のみが象です。 

川 H - F タイス）はストーブ床暖房運転で試運転しでください。 



— tw 巧 a - 111111 



の 運転ボタンを押しで「入」にする 

X •「床暖ボタン」を押しで、ストーブ巧暖房運転にする。 

X ♦巧暖ランプび点口し、「運転中」表示び点滅します。 

参「自動 J 表示び点灯します。 

♦予熱び完3すると自動点义し、 その後 「運転か」表示び点口に変わり温風 
びでます。 

X 温水配管経路に水漏れのないことをお認しでください。 


②異常びなければ自動/手動ボタンで、自動運転から「ま動」表示 
にのり換えます。义力設定ボタン「一」「+」を押すとグラフび増 
減しで乂力び変わることと炎の状態を確認しでください。（各乂力 
で1分な上確認しでください。） 



♦炎の状態は、青しぶの中にいくらかの黄色い炎び混じつでち異常ではありません。 


X ③床暖房パみレが瑕力べ:なることを確認しでください。 


•正萬運転の目安としで「故障.異萬の見分け方と処置ちる J に3〜24ペー 
ジ）のよラな現象のないことを確認しでください。 


④確認が'終3したら、自動/字動ボタンで自動運輯に戻しでください。 


■炎のげ態 

ス I ''ーブの据巧けや給が気筒の設置条件で炎はをみ変化します。 

♦炎の状態は、青い炎の中(こいくらかの黄色い炎（ホ乂）び混 
じつでち異常ではありません。 

参細かい（露状の）水滴やホコリを吸気した場ちはを体的に淡い 
オレンジ色になることびありますび異常ではありません。 



正常燃焼 


青いおのかにみし黄色い巧び混じっている 
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■消乂の手順 



運転ボタンを押しで「切」じする 

参「運転中 j 表示び消口し、表示部は時刻表示のみになります。 

参消义をは本体内部びちま P するまで送風を継続し、約10分をに燃焼届送画機‘ 
巧流田送風機び停止しまでの表示が消灯します。 




参長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運輯」のま順にしたびい、試運転を巧ってください。 


r 么 ミち 意1 初めでお使いになるとさのま意 

ネリめでお使いじなるときは、耐熱望料などび焼きはくまで煙と臭いび出ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を巧ってください。また、小鳥やル動物などに彰響する場合び考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 


参お部屋の窓を（給排気筒トップ取巧け場所より離れた巧）をかし開け、半曰から1曰程度「大火力」 
運転をしでください。 


-メモー 
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九州地区 


名古屋市熱田区桜田町 16-1 1 干4己 6-0004 

岐阜市六条南 2-7-8 〒500 -83 已8 

静岡市駿巧区高松、 2-15-30 T 422-8034 

沼津巿西椎路 888-1 干41 0-0303 

津市高茶屋 3-29-38 〒51 4-0819 

名古屋市熱田区お田巧1 6-1 1 〒4已 6-0004 

吹田巿南金田1 -8-47 干己 64-0044 

彦根市正法寺町南出78 〒 522-0024 

京都市伏見区巧田段川原町211 〒612-8414 

福知山市荒巧東町 6 S 干 620-0 □巨1 

神戸市西区枝吉日-132 干651 -2 133 

高松市令里町1 -8 -已 干7己日-0078 

松山巿西垣生の780 -3 干791 -8044 

吹田巿南金田1 -8-47 干已 64-0044 


TEL (0 己 2)746-6600( 代表） 
TEL (0 巳 8)2 曰8—7已巳已(代表） 
TEL (0 己 4)238— 00□已(代表） 
TEL (0 己己)968—6210(代表） 
TEL (05 白)234—呂471 ( 代表） 
TEL (0 已 2)746— 6603(代表） 

TEL (己 6) 色380—吕]11(代表） 
TEL (074 日) 24-6239( 代表） 
TEL (07 己)巨43—2002(代表） 
TEL の 773)22-0827( 代表） 
TEL (078) 白 22-243 1(代表） 
TEL (087)83 巳一1711(代表） 
TEL (08 曰) 968-73 已1 ( 代表） 
T 巨 L (06)6386 —已670(代表） 


FAX (052)884—6551 
FAX (058)2 己8—7已已〇 
FAX (0 己 4)238-00 日曰 
FAX (055)968—6212 
FAX (0 己 9)234 —呂472 
FAX (日己 2)884 —己5己4 

FAX (0 邑)日38巨一7吕6吕 
FAX (0749)26-2 116 
FAX (07 己) 643-0870 
FAX (0773)23-7 已92 
FAX (078)922-243 呂 
FAX (087)83 已一01巨0 
FAX (089)9 色8—73己3 
FAX (0 巨)6386—己58呂 


干 920-0027 TE し (076)2 巨0—〇已白7(イで表） 
〒曰 30-098 己 TEL (076)444 —〇已67(イで表） 
f 91 S - 扫237 TE し (0776)23 —〇已67(イで表） 
干 920-0027 TEL (07 曰)260-0038(代表） 


FAX (07 己)2己0—077日 
FAX (07 巨) 444— 0611 
FAX の 776)23-0 己80 
FAX (07 巨) 260-0738 


南東化地区 


関東地区 


仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-32 
山形市ま青田 3-6-28 
酒田市錦町 1-183-1 
郡山市亀田 1- 己 1-9 
仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-31 


干 983-003 己下£1_(022)23己一3181(代表） 
干 990-2423 TE し (0 吕 3)642 —3吕己已(代表） 
干 998-0 103 TEL (0234)31— 0已71(イで表） 
干 963-8033 了 £14024)938-2240( 代表） 
干 983-003 已 TEL (022)783- 1791(代表） 


FAX (022)236-8810 
FAX (023)642-32 已4 
FAX の 234)31-0 已81 
FAX の 24)938-3021 
FAX (022)783-1792 


札幌市白石区平巧通1 6 T 目南 1-19 干003 -0028 
旭り怖東烟11南1条 2 T 目2-己 干078 -826 1 

j ヒ見巿卸町 ITS 1-3 〒〇目 0-00 己目 

訓路市欄町 4-1 7 干08己-0038 

帯に市西18条化1下目1 7-1 干08日-0048 

函館市西お梗町2 1-2 干041 -0824 

札幌市白石区米里3菜 2 T 目 6-2 己 〒〇 03-0873 


TEL (01 1)864-0440( 代表） 
TEL (01 巨已 )37— 2330(代表） 
T 巨 L (01 已 7)3 巨一900白(代表） 
TEL (0 1 54)24-4191 (代表） 
TEL (01 5己)3已一7已18(代表） 
TEUOl 3日) 48-6070( 代表） 


FAX の1 1)863-31 己4 
FAX (01 白白)37—2338 
FAX (01 已 7)3 巨一巳959 
FAX (0 1己 4)24 —04己1 
FAX (01 己已 )3 己一7已10 
FAX (0138)48-6080 


TEUOl 1 )879-2121 (代表 ） FAX の1 1)871 -2400 


福岡巿博を区東比恵 2-2-40 干812-日007 

化九州市ル倉北区愛若 2-6-4 干 803-0828 

長崎県西彼巧郡時津町左底郷お田 74- 1干851 -2 106 
熊本市尾ノ上 1-11-12 干8己 2-091 3 

大分巿兰佐 1-19-7 干 870-0108 

冨崎市霧島 3-59-2 干 880-0032 

鹿児島市田上 7-1 日-己 干8日日-0034 

福岡巿博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 


TEL (092)474 -巳771(代表） 
TEL (093) 已 92-8 曰11 ( 代表） 
T 巨し (095)882-77 10(代表） 
TEL (09 色)3曰 7-7361( 代表） 
TEL (097) 己23—己161(代表） 
TEL (098 己) 29- 1680(代表） 
T 巨 L (099)281-1321 (代表） 
TEL (092)474-6001 (代表） 


FAX (092)474 —已77己 
FAX (093) 己曰2—86巨6 
FAX の9己) 882-7767 
FAX (0 白 6)36 白一色323 
FAX (0 日 7) 已23—己1目2 
FAX (098 己)2己一0目8己 
FAX (099)281-1252 
FAX (092)474-6414 


中国地区 


広 

島 


を 

店 

広島市安佐南区ネ氏圉 3-27-20 

干73 1-0 138 

T 巨 L (0 S 2)87 1 -331 0(代表) 

米 

モ 

営 

業 

巧 

米子市目义美町23已 -1 

干 683-0035 

T 巨 L (08 已白 )33 —81已7(代表) 

商 

山 

営 

業 

所 

岡山市化区辰己 35- 103 

〒700 -0976 

TEL (086)243-77 巳1(代表) 

徳 

山 

営 

業 

所 

周南巿徳山字ーノ幷手已631 -4 

干74己-08扫吕 

T 巨 U 0834)22 —已己色7(代表) 

中国地区サービスセンター 

広島市安佐南区ネ氏園 3-27-20 

干731 -0138 

T 巨 L (082)87 1 —331己(代表) 


北陸地区 


東海地区 


近畿* 
四国地区 


信越地区 


新 漏 支店兰条市曲溯 3-2-1 己 
新漏ま営業所新漏巿東区江南 1-6-41 
長野営 業 巧長野巿大豆島5312 
お本営業所松本市渣賀大义保原78已2 
信越地区サービスセンター兰条市巧ミ則 3-2-1 己 


干95己-08日4下£し(02巳6)32—2126(代表) 
干9已 0-08 已巳 T 巨 L (02已)2 S 6—9131(代表) 
干 381-0022 TEU 026)221- 己111(化表) 
干 399-0033 TEL (02 己 3)26 —00己1(代表) 
干9己己-08白4 T 巨 L (02 巳 6)32 —吕129(代表) 


ごいたま市化区宮原的1 -674-2 
水戸巿笠原町日 53-2 
つくば市谷田部目 788-1 日 
宇都宮市築瀬町2313 
太田市高林東町237已 
高崎市問屋町西 1-3-22 

東京都化区豊島 8-4-8 
立川巿高お町 1-22-3 
ネ公戸巿高塚新田日5-己 
横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和的西条2491 -2 
東京都化区豊島 8-4-8 


干33 1-08 12下£1_の48)6巳1-1722(代表) 
干3 10-08 曰2 TEL (029)241-2172( 代表) 
干 305-0861 T 巨 L (029)839 —已32己(代表) 
干3吕 1-0 日33 TEL (028) 己32-己10已(代表) 
干 373-082 巳下£1_(0276)38-白已71(代表) 
干370-日日07 T 巨 L (027)3 目 1-4806( 代表) 

干11 4-0003 TEL (03)3 日27-1151(代表) 
干1 90-0011 TEL (042)51 9一已271(代表) 
干 270-2222 T 巨しの47)3] 2-8330( 代表) 
干24日-00日3 TEL (04 已 )8 己 2-4008( 代表) 
干409 -3866 下巳1_(0己已)2巨8—1已67(代表) 
干 114-0003 T 巨 L (03)3 日1 1-1 131(巧表) 


北海道地区 


沖縄地区 


沖縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シーサイド-パーク102 


干901 -2227 下£1_(098)扫97—已677(代表） FAX (0 曰 8)897 —5已79 


15121102 


なぶ含な 


干 955- 8日1日新潟県兰条市東新保7 -7 
TEL (0 吕已 6) 32-21 11 く•(で表〉 
ホームぺージ hl : tp :// www . co 「 ona . co . jp / 


化ま化地区 


青 森 支： お 
青森地区 サービスセンター 


八戸 
八戸地区 
弘 前 
站前地区 
盛岡 
水ミ尺 
盛岡地区 
秋田 
秋田地区 


営業所 
サービスセンター 
営業所 
サービスセンター 
営業所 
営業所 
サービスセンター 
営業所 
サービスセンター 


青森市ち館1 T 目1 2-38 干030 -0946 

青森市古館1 T 目1 2-38 干日 30-0 日4己 

ノ、戸巿売市 4 T 目 4-7 干031 -0073 

ノ V 戸市売市 4 T 目 4-7 〒日31 -0073 

弘前市田園1 -2- 1 〒日 36-8086 

化前市田園1 -2-1 干03曰-808日 

盛岡市門 2- 1 -42 干020 -0823 

奥州市水ミ尺区水ミ尺工業団地 4 T 目7日 〒〇 23-0002 
盛岡市門 2- 1 -42 干020 -0823 

が田巿泉中央4 了 §4-18 〒〇1 0-09 17 

秋田市が地り I 二千刈 109-1 〒日1 0-0802 


TEUOl 7)742 —82已已(代表） 
TELfO 1 7)743-2 日71(代表） 
TEUOl 78)24 -巳289(代表） 
TEUOl 78)47-6 目09(代表） 
TE し (0 1 72)2 呂一3白10(代表） 
TEL (0 1 72)2 己一4770(代表） 
TEUOl 9) 色 22-479 1(代表） 
TE し (0197)22 —41已已(代表） 
TEUOl 9) 白 04—028 1(代表） 
TEUOl 8)864-5671 (代表） 
TEUOl 8)864-521 9(代表） 


FAX (017)742-827 己 
FAX (017)743-1 118 
FAX (0178)4 已 一4290 
FAX (日 178)71-1344 
FAX の^72)2扫一0]91 
FAX (0172)29-1 133 
FAX の 19) 日22-己244 
FAX (0197)22-44 己2 
FAX (019) 已 04-0283 
FAX (018)8 巨 4-84 曰 S 
FAX (018)864 -己760 


お客様ご相談窓!：! 


〔お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあげの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場をは、下記のお近くの窓口に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する攝含がありますのでご了承 
ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 

画0120 -919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午後7時(日曜、祝祭日は除く) 


携帯電話 ‘PHS 等か5は 
最寄のヴービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 


店所所所所所所 
ま 


業—!!化 


営 i 
営営営営 - 
岡趴 員サ 
九崎本分崎お I 

福化長熊大宮鹿如 
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業3ま営 V 
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古阜岡津区 E 根 都が 戸松山晒 
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己 己 
^日7ぶ 
11^01 
13巨1 
町 djrl 町 
新町東新 
西中田西 
駅田和駅 
ホ市市市 
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患富欄患 
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结瞧 
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営営営東営 営営圏営営営営- 

台 ^ ば宮 4 

お内山抛関戸く 都 田崎都川葉お巧妪 

仙山庄郡 i 化水つ宇太高首立千横甲 M 
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00987 
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圈 HD -#- 石ミをス1ブ保証書 


ご購入機種に〇を巧けでください。 

型す 

FF - SG 6812 K 

UH - FSG 7012 K 


お各前 

様 

お 

客 

様 

ご住所〒 （ - ) 



電話 （ 

) - 


★お買レあげ曰 


年 


月 


曰 


本書は、本書記載内容で無料修理を行ラことをお約 
まするちのです。 

お買いあげの曰から左記期間中な障が発ちした場合 
は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に修理を 
ごめ頼ください。 

♦ご販売店様へ 

お買いあけ曰、責店名、住所、電話番号をご記入の 
上 (AEP 欄に記入のない場合は、無効となります）、 
本書をお客様へお;度しくださし、。 


住所•店名 



參お客様へお願い 

お手数ですが、ご住所、お名前、電話番号をわかりやすくご記入ください。 

販売店の記載びないときは、それを証巧する領収書などび必要となりますので、一緒に保管しでください。 

《無料修理規定》 

1. 取扱説明書、本体目占なラベル等のを意書に従った正當な使巧状態で保証期間中に故障した場合には、お買いあげ販売店び 
無料修理致します。 

2. 保誌期間のに故障しで巧料修理を受ける場合は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に巧頼しでください。なお、離島 
および離島に準する遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。また、本品を直接送付され 
る場合の送料は、お客様の負担となります。 

3. ご転居の場含は重前にお買いあけ販売店にご相談ください。 

4. ご事情じより、本保証書に記入しであるお質いあげ販売店に修理びごめ頼できない場含には、〕□ナお客様ご相談窓□を 
ご覧の上、おおくの窓□にお問合せください。 

已.巧の場合には保証期間内でち有料修理となります。 

(イ）使雨上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 
(□) お買上げをの取な揚所の移動、輸送、落下等による故障および損傷 

(八)义巧、地震、水害、落雷、その他の天変地異、公害および、変質灯ミ由、不純な';由、異質ミ由(なミ由凶外のミ由又は湿入）による巧 
障および損傷 

(二)業務用としでの使用、車両、船舶への搭載など一般家庭巧ながに使巧された場合の故障及び損傷 
(ホ)本書にお買いあげ年月曰、お客様名、販売店爸の記入のない場合、あるいは享巧を書き曽えられた場合。通信販売なの 
でご購入したときは、商品の送り状' 領収書などの提示がない場さ 
(へ)本書の提示びない場含 

( 卜)点検整備、および消耗品 (0 1」ンヴ、各種ノスッキン類、コ''ム製送';由管)の交換をされる場合 
(チ)定期点検の費用 

6. 本書は日本国内においでのみ有効です。 This guarantee is valid in Japan only. 

7 . 本書は再発行致しませんので紛失しないよラ大切に保管しでください。 


修理メモ 


Xこのな証書は本書に B み吊した期間、を件のちとにおいで無料修理をお約束するちのです。 

従ってこのな証書によってな証書を発行しでいる者(な証責任若）、およびそれな列の事業者にがするお客様のる律上の憧利を制限するものでは 
ありませんので、保証期間経過後の修理などじついでご不明の場合は、お買いあげの販売店または、おのくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問合せ 
くださし、。 

Xな証期間経過後の條理、巧修巧性能部品の保有期間についで詳しくは取扱説明書(本書27ページ記載）をご覧ください。 

Xアフターサービスや製品じついでのお問い合せは、お買いあげの販売店または、おちくのコ□ナお客様ご相該窓□(本書34ページに記載）にお問 
し、合わせくださし、。 


株巧ミな 3 U • 

〒日日 5-8510 新漏県~条市東新保7-7 
TEL(02 己 6) 32-21 1 1 くイ表> 
ホームぺージ http :// www . corona . co . jp / 


話 

電 


:販売店 


保証期間 


205WA0887 


- 012 3 ⑩24 



































